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１．はじめに 

近年、多くの地方都市において大規模小売店舗

の立地が都市郊外部を中心として顕著に見られるよ

うになってきた。大規模小売店舗の郊外展開は、モ

ータリゼーションの発達とともに進展してきた現象

であり、現在の消費者ニーズにうまく対応している

ことから顧客数を着実に伸ばしつつある。こうした

大規模小売店舗の郊外展開は、交通の流れや住民の

ライフスタイルなどに対して多大な影響力を持つた

め、様々な面から問題点が指摘されてきたが、特に

地方都市においては店舗周辺での交通渋滞が深刻な

問題となっている。 

わが国では、2000年の大規模小売店舗立地法

（以下、大店立地法）の施行に伴い大規模小売店舗

の出店者は、店舗を新設・増設する際に、周辺生活

環境への客観的な配慮を届出書として示すことが義

務付けられた。しかし、出店者側から提出される届

出書の中では、交通影響に関する検討が不十分な場

合も多く、適切な対策がとられないままに出店して

いるケースも少なくない。すなわち、大店立地法に

基づいた検討のみで大規模小売店舗が及ぼす交通影

響を判断することは、開発によって発生する交通影

響を過小評価してしまうおそれがある。こうした問

題点から、近年では、これまで交通影響の分析を行

う際に用いられてきた静的な手法に変わって、交通

シミュレータが注目されはじめ、実用性を高める試

みが多くなされてきている。 

そこで、本研究では、栃木県の大規模小売店舗

立地審議会（以下、大店立地審議会）に届けられた

大規模小売店舗の開発に対して、ミクロシミュレー

ションモデルNETSIMを用いて、交通影響評価を行い

周辺交通への影響を詳細に分析するとともに、店舗

が開店するまでの期間にとられた対策を整理し、交

通影響評価の実施効果について考察していくことを

目的とする。 

 

２．シミュレーションの前提条件 

本研究を行うにあたり、シミュレーションの前提

条件を以下のように設定した。 

 

（１）使用データ 

原則的に、シミュレーションを行う際の入力デ

ータは、出店者側の提出した交通アセスメント資料

に記載の交通量調査結果、来客予想台数、誘導経路、

信号現示調査結果、道路幅員図を使用する。なお、

データの不足部分については現地調査を実施し、そ

のデータを用いて補完を行う。 

 

（２）シミュレーションの対象時間 

シミュレーションの対象時間は、店舗の開店･閉

店時間の前後一時間を含む時間帯とする。これによ

り大店立地法で定めるピーク時間のみの検討に対し、

より現実的な分析が可能になると考える。 

 

３．交通影響評価の実施事例 

ここでは、筆者らの実施した郊外型大規模小売店

舗の立地に伴う交通影響評価の事例を紹介する。 
紹介する事例は、大店立地法の指針値は満足し

ているものの、開発地が交通量の多い幹線道路沿い

に位置し、店舗面積が大規模であることから、立地

に伴い周辺生活環境へ悪影響を及ぼすことが懸念さ

れる事例である。 
 

（１）開発概要 

開発の特徴としては、幹線道路を挟んで2店の大
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規模小売店舗が、ほぼ同時期に立地するという特徴

がある。さらに、店舗形態が特異な上に、店舗規模

が大規模であることから多数の来客者が見込まれる。

表－1に開発の概要を示す。 
表－1 開発概要 

 店舗Ａ 店舗Ｂ 

店舗用途 ショッピングモール ショッピングセンター

開業年月日 2003 年 3 月 2003 年 4 月 

延床面積 19,340m2 49,063m2 

店舗面積 15,383m2 39,083m2 

駐車場台数 2,100 台 2,184 台 

 

（２）開発地の立地条件 

図－1 は開発地の周辺状況を示したものである。
開発地は郊外部に位置し、栃木県内でも有数の交通

量を持つ幹線道路に隣接している。また、高速自動

車道路のインターチェンジから約 1km と自家用車

の利便性に優れた地域である。 
これらに加えて栃木県は、自動車保有率が2.2台/

世帯6）（全国7位）と自動車への依存傾向がきわめ
て強いため、来客者の大多数が自家用車を利用する

ものと考えられる。 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 図－1 開発地周辺図 

 

（３）交通影響評価実施の経緯 

前項までに述べた特徴から交通渋滞の発生する

要因は多く考えられるが、届出書にはピーク時間に

おける周辺交差点の交差点飽和度が 0.9 以下である
ことから周辺交通へ著しい悪影響を及ぼすことは無

いとされていた。しかし、来客による影響はピーク

時間だけに限らず連続した時間帯に渡って影響する

ことが予想できる。そのため、店舗の立地が及ぼす

周辺交通への影響を再検討する必要があると判断し、

NETSIM を用いて交通影響評価を実施することと

した。シミュレーションの実施箇所としては、出店

者側の設定してきた入出庫ルートを含む開発地から

半径 2km 圏内の道路を対象にネットワークを構築

した。 
 

（４）シミュレーション結果 

NETSIM を用いて交通影響評価を実施した結果、

対象ネットワーク内の複数箇所で渋滞の発生を確認

した。図－2 はシミュレーションにおいて渋滞の発
生した概略箇所を示したものである。 
まず、午前中に店舗 B 北部の交差点で店舗方面
へ向かう車両によって渋滞が引き起こされ、続いて

幹線国道バイパスにおいても東進方向･西進方向共

に、店舗への入庫車両による渋滞が発生する。さら

に、午後になると店舗からの出庫車両台数がピーク

を迎え、出庫ルートとして定められている店舗 A
南部の路線においても渋滞が顕在化する結果となっ

た。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－2 渋滞発生箇所の概略 

 

４．対策の実施と立地後の交通状況 

ここでは、交通シミュレータを用いた交通影響

評価にどのような実施効果があったのかを整理する。

また、大規模小売店舗の立地後における周辺交通の

状況について交通量調査（休日実施）の結果をもと

に把握する。 
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（1）シミュレーション結果を踏まえた対策の策定 

 交通シミュレータを用いたことで、大規模小売店

舗が及ぼす交通影響を、より詳細に道路管理者およ

び交通管理者（以下、管理者）に提供することがで

きた。すなわち、適切な渋滞対策の実施を促すこと

の契機になったと考えられる。シミュレーション結

果を踏まえて講じられた主な対策としては、以下の

項目が挙げられる。 

・ 店舗への誘導経路変更 

・ 店舗出入口の増設 

・ 臨時駐車場の追加確保 

・ 幹線国道交差点の立体交差工事の促進 

・ 店舗前面道路での付加車線設置 

・ 周辺道路未開通区間の工事促進 

・ 店舗を経由する路線バスの導入 

・ 高速道路インターチェンジの料金ブース増設 

・ 周辺地区への大規模小売店舗誘致の凍結 

以上のように対策の多くは、幹線道路以外への経

路変更や、渋滞の予想される交差点を経由せずに進

入できる出入口の増設など、幹線国道の負荷を軽減

することに視点が置かれたものになっている。また、

立地する店舗の特性上、集中的な来客が生じること

も想定して、指針以上の臨時駐車場を確保している。

加えて、自家用車以外の交通手段として路線バスが

導入され、渋滞緩和と共に中心市街地との連携を図

る試みがなされた。 

 

（２）店舗立地前後における交通量の推移 

表－2 はピーク時（15:00～16:00）における、各
交差点への流入交通量の推移を示したものであり、

図－3 はそれを図化したものである。大型店舗が立
地したことにより、周辺道路において全体的に交通

量の増加が見られた。特に、No.1 交差点に流入す
る幹線道路からの東進車両や、高速道路のインター

チェンジである No.4 交差点への流入車両について
は、300 台以上増加していることが分かる。また、
店舗からの直進方向にあたる No.3 交差点でも 232
台の増加が見られる。さらに、No.5 交差点の南進
方向では、交通量自体はさほど多くはないが、開発

前と比較して 172％の増加を見せている。 
一方で、交通量が減少した箇所も存在する。特に、

開発地北部の No.2 交差点では、3 方向の流入部で

100～200 台程度の交通量が減少している。しかし、
店舗方面へ向かう南進方向では 163 台の増加が見
られるなど、あまり大きな減少ではない。同様に、

No.1 交差点においても 3 方向で交通量が減少して
いるが、全体の増加分と比較すると減少の割合は少

なくなっている。 

 
表－2 店舗立地前後での交通量の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図－3 店舗立地前後での交通量の推移 

 

（3）渋滞の発生状況 

図－4 はピーク時（15:00～16:00）における渋滞
の発生箇所と渋滞長の概略を示したものである。渋

滞の発生箇所としては、交差点 No.1～4 の 4 箇所
が挙げられる。店舗直近の No.3 交差点においては
幹線道路からの東進方向を除く 3 箇所で渋滞が発
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生しており、特に西進方向では 1km を超える大規
模な渋滞が発生している。 

また、No.2 交差点に関しては、前節で交通量の
減少した箇所として取り上げたが、全流入方向につ

いて渋滞の発生を確認した。 
しかし、その規模は 10～100m 程度であり、比

較的小規模な発生となっている。その他の渋滞発生

箇所についても、No.2 交差点と同規模であり、さ

ほど大規模な渋滞ではないことが分かる。 

 

 

図－4 渋滞発生箇所と渋滞長 

 

５．交通影響評価の実施効果の考察 

大規模小売店舗の出店にあたっては出店者側と管

理者側の間で、事前協議が必要なことはいうまでも

ない。従来、こうした協議は出店者から提供される

交通に関する情報と、管理者の経験に基づく情報と

に依存して行われてきた。しかし、紹介した事例の

中では交通シミュレータの情報を事前に管理者へ提

供することが可能であったため、管理者は出店者と

の事前協議の中で、具体的な交通影響の緩和策を協

議することができた。 

こうしたことがシステム化されることによって、

周辺交通への影響を抑制できるばかりか、特異日の

対策にも具体性の増すことが明らかとなった。換言

すれば、管理者と出店者の間で情報共有を図ること

は、スムーズで質の高い事前協議の実現を可能にす

るといえる。 

大規模小売店舗の出店は、地域経済にとって負

の効果だけを与えるものではないため、適切な事前

協議が行われていくことで地域全体の活性化につな

がることが期待できる 

 

6．おわりに 

 本研究では、大店立地審議会において周辺交通へ

悪影響を及ぼすことが懸念された開発に対して、交

通シミュレータを用いて、交通影響評価を実施した。 

また、それらのシミュレーション結果を関係機関に

提供することで、より効果的な交通影響緩和策の策

定を促すことができた。さらに、紹介した事例を通

して、効果的な交通影響緩和策を策定するには関係

機関の間で情報共有を図ることが重要であるととも

に、情報共有を図るツールとして交通シミュレータ

の有用性が高いことを示すことができた。 
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